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現象 (LTP)が関与している.LTP とはシナプス前神経に 100Hzの高頻度刺激やoバー
















































































































? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
10 0 1() 2O 30 40
Time(min)
























? ? ?? ?
?? ? ?
































































? ?? ? ?
?
? ? ??? ?? ? ? ?




















































































































































































細胞が出来る｡Ⅰ∬P という現象は､入力信号と "A"細胞､ B`"細胞までの経路を通りや
すくするという事に対応している｡この様なモデルによれば､今回の結果は､8リズム中
は､記憶学習が起こりやすい事を意味する事になる｡しかし､認識過程の議論でなされて
いるように､このモデルでは､population爆発を起こしてしまう｡
また､次に簡単な記憶のモデルには反響回路がある｡生体海馬は左右ピーナッツ
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状の細長い形状をしているが､そのlongitudinal方向に垂直な方向に海馬内在神経回路PG
->CA3->CAl)は形成されており､その神経回路がlongitudinal方向に多層を形成し
ていると考えられている.その一層､一層が反響回路を形成し記憶の貯蔵を行っていると
考えられている｡このモデルによれば､本論文の結果であるβリズムによるuT増強の結
果は､記憶形成の容易さを意味する｡しかし､この反響回路説もやはりpopdation爆発を
引き起こす｡
現在､∂リズムと記憶学習過程について､実際の神経モデルを用いたニューラル
ネットワー クを用いた研究も盛んに行われている｡
Hasselmoら(23)は中隔から海馬-のアセチルコリン入力に着目しモデルを作っ
ている｡中隔から海馬に放出されるアセチルコリンの効果には､0でも示したような前シ
ナプスの伝達物質放出抑制の他に興奮性細胞の脱分極(13)がある｡この様な2つの効果
により､神経回路網-の記憶埋め込み時､記憶される神経発火パターン間の干渉が妨げら
れ､海馬神経回路網における想起がスムーズに行われると考えられる､実際､アルツハイ
マー患者では中隔から海馬-のアセチルコリン繊維の減少が観察される(24)｡
0'Keefe(25)らは､0リズムに対する場所細胞の発火の位相が､場所受容野での
ラットの移動に伴い､シフトして行く事を明らかにした｡この結果を元に8リズムの位相
にラットの位置をコー ディングさせ場所細胞のモデルを作成している(26)0
私自身は､∂リズム中は､もっとダイナミカルな記憶学習過程がおこっているの
ではないかと思っている｡例えば､森田(27)の連想記憶海馬モデルでは､断続的に生じ
る海馬内∂リズム発現時､海馬神経回路内に時々刻々変化する空間的なパターンが生成さ
れ､海馬-の入力刺激との間での連合が起こる｡今後､海馬におけるダイナミカルな記憶
学習過程を明らかにするために､8リズム中､海馬スライス内に生じる時空間的なパター
ンを調べ､異なる入力刺激によって時空間的なパターンは､どの様に変化するか調べてい
きたいと考えている｡
｢結論｣
海馬0リズム誘導のシナプス長期増強(mP)-の影響をモルモット海馬スライス
を用いて調べた.結果､oリズムが誘導されている間に誘導されたLTPは､有意に増強さ
れる事が明らかになった｡また､その増強には局所神経回路内抑制性神経の効果の減少(つ
まり脱抑制)が関与する事が明らかになった｡
｢最後に｣
∂リズムは､海馬のみならず､脳内､新皮質､視床下部等､様々な場所で観察さ
れている｡本研究では記憶学習過程に焦点を当てたが､また8リズムは運動の発現と関係
があると考えられている｡脳内各種感覚野でも8リズムが観察されるので､感覚統合と運
動の発現にも関係している可能性が考えられる｡8リズムは､脳内の情報処理過程にとっ
て非常に重要なリズムである事を最後につけ加えておく｡
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